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－マリックでの初の火－

平成１５年度成果報告会

メタンハイドレート資源開発研究コンソーシアム

開発技術サブグループリーダー 安田 優人

開発への課題
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マリックプロジェクトの場所

マッケンジーデルタ

イヌビック

マリック
Well Loc.
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マリックプロジェクトとは

地下のメタンハイドレート層に存在する天
然のメタンハイドレートを人為的に分解し
て地表に産出させる初めての試み

プロジェクト実施：2001年12月～2002年3月
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メタンハイドレートを分解するには
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マリックで使用した坑井

7“casing x 1165 m

12-1/4” hole
x 687m

9-5/8“casing

13-3/8“casing

20“conductor16“conductor

10-5/8” hole 
x 387m

8-5/8“casing

5-1/2“casing x 1179 m

x 375 m

x 24 m

x 676 m

x 20 m

x 116 m

8-3/4” hole
x 1166m

7-7/8” hole
x 1188m

5-1/2“casing x 1184 m

7-7/8” hole
x 1188m

40 m 40 m

Test WellObs.well #1 Obs.Well #2

Hydrate Zone

Permafrost

Mallik 3L-38 Mallik 5L-38 Mallik 4L-38

8-5/8“casing
x 371 m

10-5/8” hole 
x 388m

(Dec.25, 01 – Jan.7, 02) (Jan.11, 02 - Jan.23, 02)(Jan.25, 02 –Mar.14, 02)

F/C @
1171m

Cmt  tagged
@1151.2 m

DTS cable 
to 1153m DTS cables to 987m

Cmt tagged
@1120m

B/P#1@1160m

B/P#2@956m

w/8m cmt

MDT #6 (974m-974.5m)
MDT #5 (992.5m-993m)
MDT #4 (999m-999.5m)
MDT #3 (1071.5m-1072m)
MDT #2 (1089.5m-1090m)
MDT #1 (1106m-1106.5m)

Thermal Test (907m-920m)
w/8m cmt

w/32m cmt
B/P#3@889m

B/P#4@22mB/P
@22m

B/P
@22m

KCL/Polymer mud 
(1,060kg/m3)

KCL water
(1,070kg/m3)
235m – 1171m

Blew air at 235m 

7%KCL water      
260m – 1151m 

Anti-freeze
above 260m

DTS cable 
to 1158m
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減圧によるMHの分解

0.5m

パッカー

セメント

穿孔部

スクリーン

ハイドレート

MDT

入
口

アニュラス部

ポンプアウトしてアニュラス部を減圧
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加熱による加熱によるMHMHの分解の分解

ハイドレート層

内側のチュービング

温水

光ファイバー温度計

断熱パッカー
流体

温度・圧力メ
モリーゲージ

エクスパンション
ジョイント

外側のチュービング
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Winter

マリックプロジェクトはこのような場所で
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周辺の道はアイスロード
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マリックは少し寒い所
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採取したハイドレート資料採取したハイドレート資料
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次は・・・

メタンハイドレート層への減圧/加熱による
ガスの長期連続生産（3～6ヶ月）に

チャレンジしたい
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March 7, 2002

初の火


